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ホスティング コントロール パネルのためのCDP

ホスティング・コントロール・パネルのリストアがCDP Enterprise Edition およびAdvanced

Edition でです。

CDP 4.2.0

バージョンでは、ホスティングコントロールパネルリストアが、のものにしてされています。

cPanel （Linux ）

cPanel Plugin （cPanel ユーザーけのCDP Enterprise

ユーザーインターフェイスへのリンクを）

Plesk （Linux ）

Virtuozzo コンテナー(Linux )

Virtuozzo コンテナーのcPanel またはPlesk

パラレル プロ

DirectAdmin

Interworx

Parallels H-Sphere

Linux Home Directories

CDP 3.18 バージョンの

CDP 3.18 バージョンでできるように、ユーザーがcPane

のログインをアップグレードするがあります。

ホスティングコントロールパネルにしたアクションがのとおりです。

スケジュールのレプリケーション

リストア

アーカイブとしてダウンロード

コントロール・パネル・インスタンスは、 ホスティングコントロールパネル（CDP

エージェントがインストールされているマシンののインストール）のです。インストールはポリシーにするがあります。

インストールでは、コントロールパネルのタイプ、、、およびVirtuozzo Container

ID（の）をするがあります。

コントロールパネルインスタンスをポリシーにした、システムはコントロールパネルユーザーにしてCDPへのリンクをします。

このリンクは、ホスティングコントロールパネルのエンドユーザーにすることができます。このリンクをえば、ユーザーがバックアップにアクセスし、

ZIP またはTAR

ファイルとしてデータをリストアすることができます。エンドユーザーはログインするために、それらのコントロールパネルのをえます。

コントロールパネルのユーザーファイルをリストアするか、あるいはファイルにアクセスするがあるは、の3つのがされます。
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1.  

2.  

3.  

したファイルをオリジナルのにリストアします。

 をしてください。[コントロールパネルアカウントのリストア]

ローカルコンピューターにファイルをダウンロードし、 FTP

でウェブサイト（コントロールパネルの home

ディレクトリ）にそれをアップロードします。

 をしてください。[アーカイブとしてコントロールパネルユーザーデータのダウンロード]

すべてのファイル、もしくはしたファイルのTAR またはZIP をコントロールパネルの 

 ディレクトリにします。home

[コントロールパネルホームへのコントロールパネルアカウントのバックアップの]

をしてください。

ホスティングコントロールパネルのインスタンスにしたアクションがのとおりです。

／

ヒント

コントロールパネルは、ボリューム（ボリュームの「プロパティー」ウィンドウの「リミット」タブ）をにして、／にすることができます。については、

 してください。[ボリュームの]


